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▼中国の安徹中鼎密封件、 ドイツの同業老舗

を買収、欧州市場を開拓

中国のゴム密封部品メーカー大手、安徽中

鼎密封件は ドイツの同業老舗メーカー、K
ACOを 買収する。中鼎による海外企業の

買収は2004年以来 9社目。生産技術の吸収

や欧州市場進出を狙った、中国企業による

ドイツ電子部品企業の買収は過去 3年間で

急増 して峰ヽる。 (WWW.jetro.go.jp/biZnew
s/537ef36223a50)

▼蘭フリースラン ドカンピーナ 中国輝山乳

業と合弁会社設立へ

オラングの乳製品大手、ロイヤル・ フリー

スラン ドカンピーナは中国輝山乳業と合弁

会社の設立に向けて独占交渉に入ったと発

表した。中国市場で乳幼児用調整粉乳の供

給網を構築する。同社は2013年11月 には、

中国農業大学およびオランダのワーヘニン

ゲン大学研究センターと、乳製品の生産や

安全性、品質の水準改善などを目的とした

機関の設立にも合意 している。 (WWW.jet
ro.go.jp/biZnews/537eebe920788)

▼チリ大統領、再選後初の教書演説、病院建

設などインフラ整備を推進   /
昨年12月 に再選された南米チ リのバチェレ

大統領は再選後初の教書演説を行った。医

療分野では病院建設と医師確保のため 4年
間で40億円レ(約 4000億 円)を投資するほか、

運輸・ 通信や農業、物流分野でもインフラ

整備を進める方針を明らかにした。 (WW
w.jetrolgo.jp/biZnews/5382c323eec50)

w― .bushesswireocom/

▼米インフォスペース、米アッフ
°
ルの「 iP

hone(ア イフォーン)」 や米グーグル

の基本ソフ ト「アン ドロイ ド」を搭載した

端末など向けの検索アプ リを発表 (WWW.i
nfospace.com)

▼米アマゾン・ ドット・ コム、初のオ リジナ

ル子ども向け教育アニメシリーズ「タンブ

ル リーフ」を会員制度「アマゾンプライ

ム」の会員向けに公開 (WWW.amazon.com)
▼米電力会社NRGエ ナジー、テキサス州の

アメリカンフットボールスタジアムを環境

配慮型に。フィール ド照明用に発光ダイオ

ー ド (LED)を 導入、太陽光パネルも設

置:(WWW.nrgenergy.com)
▼米半導体メーカーのエンバーブ、マレーシ

ア最大電力会社テナガ・ ナショナルが運営

する大学と、モノのインターネウ ト (Io
T)、 スマー トシティー、エネルギー管理

の研究開発で提携 (WWW.envervocom)
▼プラン ト世界大手の仏テクニップ、中国・

豊鎮 (内モンゴル自治区)の液化天然ガス

(LNG)プ ラン トの建設や調達、技術支

援に関する契約を受注 (WWW.tё Chnip.com)
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バ

ル

メ
キ
シ
コ
で
は
２
０
１
２

年
１２
月
に
エ
ン
リ
ケ

・
ペ
ニ

ャ
ニ
エ
ト
新
大
統
領
が
就
任

し
た
。
ペ
ニ
ャ
ニ
エ
ト
大
統

領
は
中
進
国
と
な

っ
た
メ
キ

シ
コ
が
さ
ら
な
る
経
済
成
長

を
成
し
遂
げ
る
た
め
大
胆
な

構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
主
要
な
政
策
課
題
と
し

て
教
育
や
通
信
、
金
融
、
税

制
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
掲

げ
る
。
中
で
も
特
に
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

改
革
だ
。

メ
キ
シ
コ
は
原
油
生
産
量

世
界

１０
位

の
産
油
国

で
あ

り
、
そ
の
原
油
生
産
量
は
主

要
な
中
東
産
油
国
に
比
肩
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

原
油
生
産
量
は
既
存
油
田
の

老
朽
化
や
新
規
油
田
開
発
の

停
滞
を
背
景
に
０４
年
以
降
、

急
速
に
減
少
し
て
お
り
、
８

年
間
で
２４
％
の
減
少
と
な

っ

て
い
る
。

２０
年
に
は
ピ
ー
ク

時
の
半
分
程
度
の
原
油
生
産

量
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
国
内
消
費
量
を
下
回
る

水
準
ま
で
減
少
す
る
こ
と
に

な
る
。

一
方
、
メ

キ
シ
コ
湾
に

は
大
水
深
油

田
が
あ
り
、

隣
国
の
米
国

と
同
様
に
広

大
な
シ

ェ
ー

ル
層
が
存
在

し
て
い
る
な

ど
国
肉
に
豊

富
な
埋
蔵
資

源
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
資
源
開
発
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
で
国
家
歳
入
の
３０

％
以
上
、
輸
出
の
１５
％
程
度

を
占
め
て
い
る
石
油
生
産
を

立
て
直
す
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
ペ
ニ

ャ
ニ
エ
ト
大
統
領
は
改
革
に

迅
速
に
取
り
組
ん
だ
。

１３
年

８
月
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革

案
が
示
さ
れ
、
同
年
１２
月
２０

日
に
改
革
の
前
提
と
な
る
改

正
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
改
革
の
第
１
段
階
が

成
立
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
の
目
玉

は
、
こ
れ
ま
で
国
営
石
油
企

業
の
ペ
メ

ッ
ク
ス
が
独
占
し

て
き
た
石
油

・
ガ
ス
資
源
の

開
発

。
生
産
で
、
生
産
分
与

契
約
お
よ
び
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
の
形
態
で
国
内
外
の
民
間

企
業
が
参
入
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
こ
と
だ
。
新
た
な
契

約
形
態
で
は
原
油
や
ガ
ス
は

契
約
を
結
ん
だ
民
間
企
業

へ

帰
属
す
る
。
こ
れ
に
よ
リ
メ

キ
シ
コ
政
府

や
ペ
メ

ッ
ク

ス
の
影
響
度

が

軽

減

さ

れ
、
メ
キ
シ
コ
の
石
油
産
業

へ
の
国
内
外
の
民
間
企
業

・

投
資
家
の
参
入
が
促
進
さ
れ

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

現
状
は
改
正
憲
法
に
よ
り

大
枠

が
決
め

ら
れ
た
段
階

だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
の
詳

細
に
つ
い
て
は
１４
年
半
ば
ま

で
に
国
会
審
議
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
の
政
省
令
、
鉱
区
ご
と

の
契
約
条
件
な
ど
を
通
じ
て

確
定
さ
せ
て
い
く
予
定
。
メ

キ
シ
コ
政
府
は
１５
年
の
早
い

段
階
に
は
、
民
間
企
業
と
の

最
初
の
契
約
が
結
ば
れ
る
見

通
し
を
示
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
に
よ
り

大
水
深
油
田
や
シ
ェ
ー
ル
層

の
開
発
に
外
資
企
業
が
参
入

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
、
日
本
の
商
社
や
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
、
機
械
装

置
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
広
が
る
と
見
込
ま

れ
る
。
開
発
に
付
随
し
て
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
や
製
油
所
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
開

発
も
加
速
す
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
商
機
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
。

改
革
に
よ
リ
ペ
メ

ッ
ク
ス

に
よ
る
独
占
体
制
が
崩
れ
れ

ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
低
減

も
見
込
ま
れ
る
。
メ
キ
シ
コ

は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
こ
そ
、
補

助
金
が
入

っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
日
本
に
比
べ
れ
ば
半
額

程
度
の
１
泌
８５
円
程
度
で
米

国
と
ほ
ぼ
同
水
準
。
た
だ
電

力
料
金
は
世
界
的
に
見
て
製

造
業
向
け
で

一
部
高

い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
こ
の
た
め
シ

ェ

ー
ル
ガ
ス
に
よ
る
発
電
で
電

力
料
金
引
き
下
げ
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

米
国
で
シ
ェ
ー
ル
革
命
に

よ
る
天
然
ガ
ス
価
格
の
低
下

が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
素
材

産
業
や
製
造
業
の
競
争
力
が

向
上
し
た
の
と
同
様
に
、
メ

キ
シ
コ
の
素
材
産
業

・
製
造

業
の
競
争
力
が
強
ま
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。
現
在
、
自

動
車
産
業
を
中
心
に
多
く
の

日
本
企
業
が
メ
キ
シ
コ
ヘ
進

出
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
日

本
企
業
の
競
争
力
向
上
の
観

点
か
ら
も
メ
キ
シ
コ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
改
革
に
は
大
い
に
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
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三 木 優 氏

日本企業も商機拡大期待

石
油
産
業
に
民
間
参
入
へ

メキシコで進むエネ改革

メキシヨの原油生産量と石油消費量
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ロシア産ガスの値決め
欧州ガス市場の主要プレーヤーの動き

ガス
での

指標運動
販売開始

3月 に契約更新

原油連動
で販売

価格が割高だと
して国際伸裁裁
判所に提訴(原油
連動見直しを要求)

アフリカ、南米、
北米産LNGを
販売

GDFスエズ(仏 )、 ガ
スナトウラル・フェ
ノーサ(スペイン)

→詭甚練

売り主

エーオン(独 )

RWE(独 )

欧州メジャー

欧ザ‖1市場(西欧はガス
指標運動、中東欧は原
油連動が主流)

ガス指標運動に転換
引き取り保証を屁止

【
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
＝
加
藤

貴
行
】
イ
タ
リ
ア
炭
化
水
素
公

社

（
Ｅ
Ｎ
Ｉ
）
は
ロ
シ
ア
国
営

ガ
ス
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
天
然

ガ
ス
取
引
の
見
直
し
で
合
意
し

た
。
値
決
め
方
式
を
従
来
の
原

油
価
格
連
動
か
ら
ガ
ス
の
ス
ポ

ッ
ト
市
場
価
格
連
動
に
切
り
替

え
、
買
い
主
の
引
き
取
り
保
証

も
外
し
た
。
約
半
世
紀
続
く
業

界
の
慣
習
を
無
く
し
た
画
期
的

な
内
容
で
、
売
り
主
優
位
と
さ

れ
る
硬
直
的
な
取
引
の
転
換
点

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

新
し
い
契
約
の
詳
細
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ

は
声
明
で
市
場
価
格
に
依
拠

し
た
取
引
に
代
わ
り
、

「供

給
価
格
の
引
き
下
げ
」
に
な

る
と
強
調
。
伊
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
と
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
１
０
０

万
Ｂ
Ｔ
Ｕ
（英
国
熱
量
単
位
）

あ
た
り
１０

，レ
ド
で
調
達
し
、
従

来
よ
り
２

，レ
ド
程
度
安

く
な

る
。
△
「
年
だ
け
で
５
億

口千
（約

７
０
０
億
円
）
以
上
の
増
益

要
因
に
な
る
も
よ
う
。

契
約
時
に
決
め
た
数
量
を

買
い
主
が
実
際
に
購
入
し
な

く
て
も
代
金
を
支
払
う
義
務

が
あ
る

「
テ
イ
ク

・
オ
ア

・

ペ
イ
条
項
」
の
除
外
で
も
合

意
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
が
年
初
か
ら
支

払

っ
た
分
が
返
還
さ
れ
る
。

世
界
最
大
の
ガ
ス
の
売
り

主
で
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
従

南
シ
ナ
海
で
の
中
国
と
ベ
ト

ナ
ム
の
衝
突
の
余
波
で
、
台
湾

企
業
が
と
ば

っ
ち
り
を
受
け
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
「中
国
系
」

と
み
な
さ
れ
、
工
場
が
襲
撃
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
る

の
だ
。

香
港
の
英
字
紙
サ
ウ
ス

。
チ

ャ
イ
ナ

。
モ
ー
エ
ン
グ

。
ポ
ス

ト
は
２０
日
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の

ビ
ン
ズ
オ
ン
省
政
府
が
１５
日
ま

と
め
た
報
告
書
を
紹
介
。
今
回

の
反
中
デ
モ
の
被
害
を
受
け
た 来

、
原
油
価
格
に

一
定
係
数

を
か
け
て
販
売
し
て
き
た
。

北
海
ブ
レ
ン
ト
の
原
油
価
格

が
１
ガ
ー
ー
０

，レ
ド
前
後
で
高

止
ま
り
す
る
半
面
、
ガ
ス
は

欧
州
需
要
の
鈍
化
な
ど
で
需

給
が
緩
和
。
ロ
シ
ア
産
は
割

高
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
も
あ

り
、
欧
州
市
場
で
は
取
引
削

減
の
機
運
が
高
ま
る
。

既
に
ロ
シ
ア
依
存
度
が
低

い
英
国
や
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
で
は
ス
ポ

ッ
ト
市
場
が

形
成
さ
れ
指
標
価
格
が
中
心

だ
。
欧
州
で
ロ
シ
ア
に
次
ぐ

産
ガ
ス
国
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
ス

タ
ト
イ
ル
は
先
行
し
て
ガ
ス

慣
習
見
直
し
割
安
調
達

引き取 り保証も除外

ロ
シ
ア
の
ガ
ス
プ

ロ
ム
が
建
設
中
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

「
サ
ウ
ス

ス
ト
リ
ー
ム
」

（セ
ル
ビ
ア
の
建
設
現
場
）
Ｈ
Ａ
Ｐ

指
標
連
動
に
変
え
、
ガ
ス
プ

ロ
ム
の
牙
城
を
崩
す
構
え
。

イ
タ
リ
ア
は
９
割
を
輸
入

に
頼
り
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
収
益
が

低
迷
す
る
ガ
ス
供
給
事
業
の

再
建
が
課
題
。
３
月
に
ス
タ

ト
イ
ル
と
の
契
約
更
新
で
価

格
を
引
き
下
げ
、
ガ
ス
プ
ロ

ム
を
け
ん
制
し
て
い
た
。

一
方
、
ガ
ス
プ

ロ
ム
は
先

に
中
国
石
油
天
然
気
集
団

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
と
３０
年
間
で

４
千
億

，レ
ド

（約
４０
兆
８
千
億

円
）
の
供
給
契
約
を
ま
と
め
、

東
方
シ
フ
ト
を
鮮
明
に
し
た

ば
か
り
。
同
時
に
黒
海
経
由

で
ウ
ク
ラ
／
ナ
を
迂
回
す
る

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

「
サ
ウ
ス
ス

ト
リ
ー
ム
」
を
計
画
し
、
最

終
目
的
地
は
イ
タ
リ
ア
だ
。

西
方
の
重
要
顧
客
Ｅ
Ｎ
Ｉ
を

つ
な
ぎ
留
め
る
た
め
譲
歩
し

た
可
能
性
が
あ
る
。

ア
ジ

ア
で
も
原
油
連
動

や
、　
ス
「
で
は
不
合
理
な
慣

習
」

（日
本
の
都
市
ガ
ス
大

手
）
の
テ
イ
ク

。
オ
ア

・
ペ

イ
の
見
直
し
は
急
務
。

ロ
シ

ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
背

景
に
市
場
開
拓
で
新
機
軸
を

打
ち
出
し
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
好
機

を
と
ら
え
た
。
日
本

の
買
い

主
も
変
革
期
の
波

に
乗
り
追

随
で
き
る
か
が
焦
点
だ
。

ら
末
端
の
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者

に
つ
ら
く
あ
た
り
、
襲
撃
に
つ

な
が
っ
た
事
例
も
多
か
っ
た
と

い
う
。

台
湾
は
中
国
を
生
産
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
成
長
し
て
き
た

が
、
近
年
は
人
件
費
が
急
上
昇
。

ベ
ト
ナ
ム
は
代
替
生
産
の
最
有

力
候
補
地
だ

っ
た
だ
け
に
、
新

た
な

「中
国
リ
ス
ク
」
が
浮
上

し
た
形
だ
。
台
プ
ラ
傘
下
の
合

湾
化
学
繊
維
の
洪
福
源
総
経
理

は
‐４
日
の
記
者
会
見
で

「今
後

は
投
資

の
見
直
し
も
検
討
す

る
」
と
息
巻
い
た
が
、
代
替
候

補
地
は
簡
単
に
は
見
つ
か
ら
な

そ
う
だ
。
（台
北
Ⅱ
山
下
和
成
）

省
内

の
工
場
は
３
５
１
カ
所

で
、
台
湾
系
が
１
９
０
カ
所
超

と
最
多
だ

っ
た
。

一
方
、
中
国

系
は
１４
カ
所
に
と
ど
ま

っ
た
。

台
湾
の
被
害
が
膨
ら
ん
だ
の

は
東
南
ア
ジ
ア
で
ベ
ト
ナ
ム
が

最
大
の
投
資
先
の
た
め
。
台
湾

塑
膠
工
業

（台
湾
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
）
な
ど
約
２
３
０
０
社
が
進

出
。
台
湾
の
経
済
部

（経
済
省
）

は
２５
日
時
点
で
３
５
８
社
が
被

害
に
遭

っ
た
と
し
て
い
る
が
作

数
は
さ
ら
に
増
え
そ
う
だ
。

台
湾
系
企
業
の
多
く
は
漢
字

の
看
板
を
掲
げ
て
お
り
、
標
的

に
な
り
や
す
い
。
さ
ら
に
台
湾

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
ベ
ト
ナ
ム

で
は

「台
湾
は
中
国
の

一
部
」

と
い
う
認
識
が

一
般
的
で
、
被

害
を
免
れ
な
か

っ
た
。
台
湾
当

局
は
緊
急
対
策
と
し
て

「
私
は

台
湾
か
ら
来
ま
し
た
」
と
書
い

た
貼
り
紙
を
各
社

に
配

っ
た

が
、

「逆
に
襲

っ
て
く
だ
さ
い

と
言

っ
て
い
る
よ
う
な
も

の

だ
」
と
の
批
判
も
出
た
。

必
ず
し
も

「
と
ば

っ
ち
り
」

と
言
え
な
い
面
も
あ
る
。
台
湾

系
企
業
は
役
員
ク
ラ
ス
は
台
湾

人
だ
が
、
現
場
業
務
は
中
国
人

社
員
を
採
用
し
た
り
、
中
国
系

の
下
請
け
会
社
を
活
用
し
た
り

す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
こ
う

し
た
中
国
人
社
員
が
日
ご
ろ
か

工場襲撃、新たなリスクに

中小企業の製造業現地法人が直面


